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　　　　　　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２１年　１０月　３０日　(金)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　川守田　弘子　　記録者　石岡　啓子

	小向
	上野(厚)
	スバベイ
	戸賀沢
	竹内
	清川
	橘
	藤田
	小笠原(香)

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	業務
	〇
	準夜
	CD留守
	CD留守
	〇
	〇
	準夜
	深夜

	三浦
	佐々木
	川守田
	平間
	藤原
	田ノ上
	畑内
	高橋
	山地

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	　公休
	〇
	公休
	〇
	公休
	公休
	公休
	〇

	上野(雅)
	石岡
	油津
	和田
	小笠原(麻)
	出貝
	横町
	前田
	板橋

	深夜
	〇
	深夜
	CD留守
	準夜
	公休
	〇
	公休
	病欠

	田中
	鈴木
	盛田
	山下
	天間
	庭田

	業務
	〇
	業務
	〇
	学校
	Ａ留守


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・事故対策感染委員会巡視より指摘がありました。

ダブルチェック・・・定期セット時のダブルチェックがないです。

深夜帯でもダブルチェックが必要とのことですので、今後行っていきましょう。

医療廃棄・・・一般ゴミに血液の付いた物が入っていました。

一般ゴミに血液の付いた物は感染ゴミです。

全スタッフで周知し気を付けて行きましょう。

＜患者様連絡事項＞

・北山　和子様～精神状態不安定なことからグラマリール(25)　3T　レボトミン(25)　3T　3×ndE　レボトミン(25)1T　1×vds本日夕より4日分臨時処方となっています。精神症状の観察・確認をお願いします。

・和田　敦子様～下痢止め　3Ｐ　3×ndE　本日昼より３日分処方となっています。

排便状態観察・確認をお願いします。

・織田　比佐子様～右下腹部の訴えあり、セフジトレン錠服用していましたが症状改善した為、本日昼で飲み切り止めとなっています。引続き、訴え等の確認をお願いします。

・晴山　長司様～排便コントロールの為シンラック１本処方となっています。排便の有無の確認をしていきましょう。

＜受持ち患者様NCP評価検討＞

・五十嵐　タイ様～精神症状不安定さあり日課・プログラム等拒否ありました。食事摂取量も少なく残食も目立っていました。体重も、３月時65kgから現在は56.5kgと減少傾向となってきています。変薬により現在は、症状落着き日課・プログラム等にも参加する事出来、意思表示も明確にすること出来ています。このまま、日課・プログラム等継続して行えるよう関わり介入し、食事摂取量もチェックし残食のないように介入していきましょう。

・中村　マス様～チェスとの鍵穴に異物を挿入し、本日庶務が確認に来ています。

チェスとの開閉時は、スタッフに依頼するようご本人様に話しています。　　　　　　　　

依頼を受けたスタッフは開閉を確実に行っていくようにしましょう。

・小笠原　芳郎様～現在、おやつは自己管理となっています。御家族面会時にもおやつを持って置いて行っているようです。果物に関しては、スタッフオフィスにて管理するよう促していますが拒否されています。体調については、腹痛訴えや不調訴えがある為、自己管理は控えて頂いた方がいいのではとの意見が出されています。

・田端　玲子様～他者へ私物をあげる行為あります。確認・観察をし関わっていきましょう。

・和田　敦子様～本日、妹様が面会に来られています。妹様に食べ物の確認をすると「何も持ってきていません。洗濯物だけです」と話され、洗濯物を持ち帰る為部屋へ入っていますが、その際食べ物をご本人様に渡しチェストの中に入れています。面会時には洗濯物や食べ物の受け取りは、Aユニットについたスタッフが確認し対応していってはどうかとの意見が出されています。

・木ノ下　ツヨ様～主治医許可にて本日アイスクリーム摂取しています。隔週の金曜日に摂取することとしています。スタッフ周知し、買い物するようにして下さい。買っても良い日は、Aユニットのカレンダーへ丸をつけています。

＜ケア検討＞

(排泄介助)
・紫葉　雪雄様～リハビリパンツを外しトイレに捨てる行為あります。時間ごとのトイレ誘導・ご本人様がトイレに立った際は、見守り、介入していきましょう。
・丸屋　庄司様～歩行時のふらつきが著明で見守り必要となってきています。トイレ誘導時の拒否も強く介入要しています。現在、リハビリパンツ・尿取りパットがない状態ですので御家族へ連絡をとり依頼してください。
＜ケア基準の確認、検討＞

・ケア基準の確認をしています。現在、CDユニットのケア基準が一緒になっていますが、本来は、別々のユニットである為、今後、ケア基準を分けていったらどうだろうかということを検討しています。







